
同
じ
読
み
方
の
漢
字

（

）

●

漢
字
に
は
、
同
じ
読
み
方
で
も
、
意
味
や
使
い
方
が
ち
が
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。

上
の
言
葉
と
下
の
言
葉
を
正
し
く
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

熱
い
・

・
辞
書

暑
い
・

・
お
茶

厚
い
・

・
夏

１

次
の
文
の
□
に
は（

）の
中
の
ど
の
漢
字
を
使
っ
た
言
葉
が

適
切
で
し
ょ
う
か
。

①
さ
す
（
差
す
・
指
す
）

・
時
計
の
は
り
が
十
二
時
を
指
す
。

・
武
士
が
こ
し
に
刀
を
差
す
。

②
つ
く
（
付
く
・
着
く
）

・
景
色
の
よ
い
場
所
に
着
く
。

・
く
つ
に
ど
ろ
が
付
く
。

③
は
か
る（
測
る
・
計
る
・
量
る
）

・
校
舎
か
ら
正
門
ま
で
の
き
ょ
り
を
測
る
。

・
往
復
に
か
か
る
時
間
を
計
る
。

・
肥
料
の
入
っ
た
ふ
く
ろ
の
重
さ
を
量
る
。



２
同
じ
読
み
の
漢
字
を
二
つ
以
上
用
い
て
文
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

①
記
者
が
汽
車
で
帰
社
す
る
。

②
話
の
合
う
人
と
会
う
。

な
ど

３
次
の
文
を
読
み
、
同
じ
読
み
方
を
す
る
部
分
に
線
を
引
き
ま
し
ょ

う
。ま
た
、
国
語
辞
典
の
あ
る
人
は
そ
の
意
味
を
調
べ
て
線
の
横
に

書
き
ま
し
ょ
う
。

①
塩
以
外
は
使
っ
て
い
な
い
の
に
、

意
外
と
お
い
し
い
料
理
だ
。

②
体
育
委
員
会
で
、競
技
に
つ
い
て

協
議
す
る
。

③
暴
風
に
備
え
て

防
風
林
を
作
っ
た
。



④
あ
の
人
物
の
功
績
は
、

新
し
い
鉱
石
を
発
見
し
た
こ
と
だ
。

⑤
製
糸
工
場
の

技
術
が
向
上
す
る
。

⑥
自
身
が
作
っ
た
詩
の
中
か
ら
、

自
信
作
を
発
表
す
る
。

⑦
太
平
洋
を
航
海
し
た
旅
の
記
録
は
、

非
公
開
と
な
っ
た
。


